
〈
供
述
・
弁
明
書
〉

月
末
、
三
十
歳
）
。

一
、
は
じ
め
に

一
、
は
じ
め
に

二
、
背
景

三
、
〈
供
述
書
〉

四
、
考
察

五
、
お
わ
り
に

T
・
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ

〈
供
述
書
〉

澤

井

（
一
五
九
九
年
九
月
十
日
）

本
稿
は
、
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
悼
尾
を
飾
る
自
然
魔
術
師
ト
ン
マ
ー
ゾ
・
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
(
-
五
六
八
ー
一
六
三
九
年
）
の
企
て
た
、

い
わ
ゆ
る
「
カ
ラ
ブ
リ
ア
の
陰
謀
」
に
つ
い
て
、
発
覚
捕
縛
後
の
最
初
の
〈
供
述
書
〉
を
読
み
解
き
、
そ
れ
が
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
の
数
あ
る

の
中
で
ど
の
よ
う
な
意
義
を
持
つ
か
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

、
、
、
、

カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
は
、
十
四
年
ぶ
り
に
故
郷
で
あ
る
南
イ
タ
リ
ア
・
カ
ラ
ブ
リ
ア
地
方
の
山
村
ス
テ
ィ
ー
ロ
に
帰
さ
れ
た
(
-
五
九
八
年
八

彼
は
、
反
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
主
義
の
異
端
的
思
想
の
持
ち
主
と
し
て
、
ナ
ポ
リ
の
異
端
審
問
所
に
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
投
出
獄
の
後
、
北

T
・
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
〈
供
述
書
〉
(
-
五
九
九
年
九
月
十
日
）

の
考
察
（
澤
井
）

二
七

敏
糸

の
考
察

男



二
、
背
景

る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。

な
か
た
ち
で
故
郷
に
戻
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

腸
西
大
學
『
文
學
論
集
』
第
五
十
五
巻
第
二
号

―
一
月
ー
九
五
年
五
月
）
を
送
っ
た
後
、

一
五

イ
タ
リ
ア
の
パ
ド
ヴ
ァ
ま
で
逃
亡
し
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
異
端
審
間
官
に
逮
捕
さ
れ
た
（
九
四
年
十
一
月
）
。
ロ
ー
マ
で
獄
中
生
活
（
九
四
年

ロ
ー
マ
や
ナ
ポ
リ
で
主
に
過
ご
す
が
、
不
運
の
女
神
に
取
り
憑
か
れ
た
ま
ま
、
送
還
さ
れ
る
よ
う

ロ
ー
マ
の
牢
を
出
獄
す
る
際
、
異
端
誓
絶
を
行
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
〈
供
述
書
〉
を
読
む
か
ぎ
り
、
そ
れ
が
上
辺
だ
け
の
も
の
で
あ

カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
が
生
ま
れ
た
の
は
一
五
六
八
年
で
あ
る
の
で
、
す
で
に
一
四
九
四
年
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
た
イ
タ
リ
ア
戦
争
は
、

五
九
年
四
月
ニ
ー
三
日
に
北
フ
ラ
ン
ス
の
（
現
在
の
ル
・
カ
ト
ー
）
で
結
ば
れ
た
「
カ
ト
ー
・
カ
ン
ブ
レ
ジ
の
和
約
」
で
終
結
し
て
お
り
、

半
島
は
政
治
的
に
は
平
穏
を
保
っ
て
い
た
。
か
つ
て
ア
ン
ジ
ュ
ー
家
が
統
治
し
て
い
た
（
一
―
一
八
ニ
ー
一
四
四
―
一
年
）
ナ
ポ
リ
ヘ
の
、

ン
ス
王
の
執
着
と
野
心
が
惹
き
起
こ
し
た
イ
タ
リ
ア
戦
争
の
主
因
は
、
半
島
の
求
心
性
を
欠
い
た
政
治
状
況
に
あ
っ
た
。

フ
ラ

ロ
ー
マ
教
皇
庁
は
半
島
が
統
一
さ
れ
る
こ
と
で
、
聖
権
が
俗
権
の
支
配
下
に
入
る
こ
と
を
恐
れ
、
事
あ
る
ご
と
に
ア
ル
プ
ス
以
北
の
各

国
や
半
島
内
の
各
都
市
国
家
を
挑
発
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
原
義
で
あ
る
「
普
遍
性
」
を
聖
的
に
墨
守
し
よ
う
と
し
た
。
一
方
ミ
ラ
ノ
や
ヴ

ェ
ネ
ツ
ィ
ア
や
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
等
の
有
力
都
市
国
家
は
そ
れ
ぞ
れ
自
主
独
立
を
主
張
し
て
譲
ら
ず
、
つ
ね
に
各
々
抗
争
が
絶
え
ず
分
裂
状

態
が
つ
づ
い
た
。
そ
の
意
味
で
コ
ム
ー
ネ
（
共
同
体
）
と
呼
ば
れ
て
い
た
都
市
が
都
市
国
家
へ
と
成
長
し
た
こ
と
は
、
イ
タ
リ
ア
の
経
済

的
繁
栄
を
も
た
ら
し
た
利
点
は
措
い
て
、
政
治
的
乱
世
を
招
い
た
こ
と
に
な
る
。
と
い
う
の
も
、
ア
ル
プ
ス
以
北
の
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、

そ
れ
に
イ
ベ
リ
ア
半
島
の
ス
ペ
イ
ン
な
ど
に
、
虎
視
眈
々
と
イ
タ
リ
ア
を
我
が
掌
中
に
と
ね
ら
う
動
機
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
ル
ネ
サ
ン
ス
時
代
と
呼
ば
れ
る
、
十
四
世
紀
中
葉
か
ら
十
七
世
紀
初
頭
ま
で
の
お
よ
そ
二
五

0
年
間
余
り
は
、
数
十
年
間
の
安
定

ニ
八



六
年
〕
と
イ
ベ
リ
ア
半
島
西
部
の
カ
ス
テ
ィ
リ
ア
王
国
の
イ
サ
ベ
ル
一
世
の
一
四
六
九
年
の
結
婚
に
よ
っ
て
、

点
グ
ラ
ナ
ダ
が
陥
落
し
、
夫
妻
は
名
実
と
も
に
「
カ
ト
リ
ッ
ク
両
王
」
の
名
を
ほ
し
い
ま
ま
に
す
る
。
（
イ
ベ
リ
ア
半
島
に
出
来
た
、
ア
ラ
ゴ
ン
、

レ

コ

ン

キ

ス

タ

カ
ス
テ
ィ
リ
ア
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
な
ど
の
国
々
は
、
イ
ス
ラ
ム
勢
力
を
追
放
す
る
た
め
の
国
土
回
復
運
動
の
経
過
で
国
家
と
し
て
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
グ
ラ
ナ
ダ

ア
ラ
ゴ
ン
王
、
そ
れ
に
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
三
世
と
し
て
ナ
ポ
リ
王
(
-
五
0
四
ー
一
六
年
）
を
兼

系
図
1
で
明
ら
か
な
よ
う
に
ナ
ポ
リ
王
国
は
、

ス
ペ
イ
ン
・
ハ
プ
ス
ブ
ル
グ
家
の
属
国
と
な
る
。
カ
ル
ロ
ス
一
世
は
、
副
王
（
総
督
）
〔
代

官
〕
を
派
遣
し
て
ナ
ポ
リ
王
国
を
統
治
す
る
政
絞
を
と
る
。

ス
ペ
イ
ン
は
フ
ェ
リ
ペ
ニ
世
の
と
き
最
盛
期
を
迎
え
、

沈
む
こ
と
の
な
い
」
植
民
帝
国
と
呼
ば
れ
る
。
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
が
生
ま
れ
た
一
五
六
八
年
は
フ
ェ
リ
ペ
ニ
世
の
治
世
で
あ
る
が
、
彼
が
政

治
的
に
関
わ
り
合
い
を
持
つ
の
は
フ
ェ
リ
ペ
三
世
の
時
代
で
あ
っ
て
、
ま
だ
先
の
こ
と
で
あ
る
。

T
・
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
〈
供
述
書
〉
(
-
五
九
九
年
九
月
十
日
）

の
考
察
（
澤
井
）

任
し
、
統
一
ス
ペ
イ
ン
王
の
名
称
で
は
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
五
世
を
用
い
た
。

二
九

い
わ
ゆ
る
「
太
陽
の

フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
ニ
世
は
、
シ
チ
リ
ア
王
、

陥
落
で
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
勝
利
に
終
わ
っ
た
わ
け
で
あ
る
）
。

と
し
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
国
を
除
い
て
半
島
が
統
一
さ
れ
、

ス
ペ
イ
ン
王
国
が
誕
生
す
る
。

―
四
九
二
年
に
は
イ
ス
ラ
ム
勢
力
の
最
後
の
拠

ス
ペ
イ
ン

（
イ
ス
パ
ニ
ア
）

半
島
南
部
の
混
乱
は
つ
づ
く
が
、

ス
ペ
イ
ン
系
の
支
配
は
つ
づ
き
、

ア
ラ
ゴ
ン
王
家
の
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
ニ
世
〔
在
位
―
四
七
九
ー
一
五

す
ぐ
に
ア
ラ
ゴ
ン
軍
に
撃
退
さ
れ
て
い
る
。

（
シ
ャ
ル
ル
八
恨
、
在
位
一
四
七
0
ー
九
八
年
）

の
侵
攻
が
あ
っ
て
、

一
時
仏
王
が
ナ
ポ
リ
王
(
-
四
九
五
年
五
月
）
に
登
位
す
る
が
、

カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
が
生
ま
れ
る
前
の
南
イ
タ
リ
ア

イ
ベ
リ
ア
半
島
東
部
の
ア
ラ
ゴ
ン
王
家
の
支
配
下
で
栄
え
て
い
た
。

ア
ラ
ゴ
ン
王
家
本
家
の
支
配
(
-
四
四
ニ
ー
五
八
年
）

フ
ラ
ン
ス

の
あ
と
、
傍
系
の
ア
ラ
ゴ
ン
王
家
が
治
め
た
(
-
四
五
八
ー
一
五
0
1
―
一
年
）
間
に
も
、

（
ナ
ポ
リ
王
国
）

ょ、
9
,
`
 

期
を
除
い
て
、
お
お
む
ね
政
治
的
状
況
は
惨
憎
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
・
ア
ン
ジ
ュ
ー
家
が
ア
ラ
ゴ
ン
王
家
に
駆
逐
さ
れ
、
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〔神聖ローマ皇帝として〕カール5世（在位 1519-56年）

〔スペイン王としてカルロス 1世 (1515-56年）〕

ス
ペ
イ
ン
・
ハ
プ
ス
ブ
ル
グ
家

（
一
五
一
六
ー
一
七
0
0
年）

フェリペ2世
（在位 1556-98年）

I 
フェリペ 3世
（在位 1598-1621年）

I 
フェリペ4世
（在位 1621-65年）

I 

〔系図 1〕

フェルナンド 2世として
シチリア王、アラゴン王

フェルナンド3世として
ナポリ王 (1504-16年）

フェルナンド 5世として
統一スペイン王

闘
西
大
學
『
文
學
論
集
』
第
五
十
五
巻
第
二
号

を
も
た
ら
し
、

と
ド
イ
ツ
）

進
出
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
、
す
で
に
発
見
さ
れ
て
い
た
新

教
裁
判
所
の
設
立
(
-
五
四
二
年
）
、
禁
書
目
録
の
作
成
(
-
五
四
三
年
）

認
さ
れ
た
。

の
勢
い
が
高
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。
特
に
ス
ペ
イ
ン
の

る
が
、
属
国
と
な
っ
た
ナ
ポ
リ
王
国
は
、

カ
ル
ロ
ス
一
憔
の
代
官
と

し
て
、
大
総
督
と
ま
で
呼
ば
れ
た
ペ
デ
ロ
・
デ
・
ト
レ
ド
が
二
十
年

間
(
-
五
三
ニ
ー
五
三
年
）
ナ
ポ
リ
王
国
を
直
接
治
め
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
間
の
ス
ペ
イ
ン
王
は
カ
ル
ロ
ス
一
世
と
フ
ェ
リ
ペ
ニ
世
で
あ

が
開
か
れ
、
新
教
に
対
抗
す
べ
く
カ
ト
リ
ッ
ク
の
基
本
的
教
義
が
確

と
つ
づ
い
た
。

一
五
四
五
年
か
ら
六
三
年
ま
で
ト
リ
エ
ン
ト
公
会
議

触
手
を
の
ば
し
、
ジ
ェ
ス
イ
ッ
ト
教
団
の
公
認
(
-
五
四
0
年
）
、
宗

ま
た
ロ
ー
マ
教
皇
庁
内
で
の
反
動
勢
力
に
よ
る
対
抗
宗
教
改
革
も

大
陸
を
着
実
に
植
民
地
化
し
て
い
っ
た
。

ス
ペ
イ
ン
・
ハ
プ
ス
ブ
ル
グ
家
（
つ
ま
り
、

ス
ペ
イ
ン

が
ら
も
六
十
五
年
間
も
つ
づ
い
た
が
、
結
局
フ
ラ
ン
ス
勢
力
の
後
退

で
結
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
戦
争
は
、
休
戦
を
は
さ
み
な

リ
ザ
ベ
ス
女
王
（
イ
ギ
リ
ス
）
、

ア
ン
リ
ニ
世
（
フ
ラ
ン
ス
）

の
三
者
間

前
述
の
カ
ト
ー
・
カ
ン
ブ
レ
ジ
の
和
約
は
、

フ
ェ
リ
ペ
ニ
世
、

三
〇

工



し
、
四
年
間
も
つ
づ
い
た
。
死
者
も
と
う
ぜ
ん
出
た
し
、

ゞ
ロ
ー
ネ

ト
レ
ド
は
ナ
ポ
リ
王
国
土
着
の
豪
族
（
封
建
領
主
）
た
ち
、

ペ
イ
ン
王
へ
の
忠
誠
を
誓
わ
せ
る
方
向
に
持
っ
て
い
く
一
方
で
、

ア
ル
テ
（
組
合
）

い
わ
ゆ
る
旧
勢
力
の
力
の
削
除
（
具
体
的
に
は
封
土
の
削
減
）
を
実
行
し
、
ス

へ
の
援
助
を
惜
し
ま
ず
に
、
新
し
い
中
産
階
級
を
育

成
し
て
、
イ
タ
リ
ア
南
部
の
頑
迷
で
因
襲
的
な
社
会
構
造
を
徐
々
に
内
部
か
ら
砕
い
て
い
こ
う
と
し
た
。

〈
旧
〉
の
牙
を
抜
き
、
〈
新
〉
を
育
て
上
げ
て
い
く
両
刀
遣
い
の
冴
え
を
見
せ
る
の
と
同
時
に
、
当
局
に
よ
る
一
般
民
衆
へ
の
苛
政
、
王

宮
の
慣
例
行
事
へ
の
参
列
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
不
満
な
豪
族
た
ち
は
違
反
行
為
を
断
行
し
、
民
衆
は
国
王
や
総
督
へ
、
絶
え
ず
提
訴
、

請
願
、
陳
情
を
行
な
っ
た
。

要
す
る
に
、
こ
れ
ら
は
、
ス
ペ
イ
ン
本
位
の
政
治
的
覇
権
が
、
イ
タ
リ
ア
南
部
に
着
々
と
確
立
さ
れ
て
い
く
過
程
の
段
階
に
起
こ
る
、

予
測
可
能
な
事
態
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
苛
政
と
は
当
局
の
民
衆
へ
の
傲
慢
的
施
政
に
ほ
か
な
ら
ず
、
重
税
が
そ
の
最
た
る
も
の
で

あ
っ
た
。
重
税
負
担
だ
け
を
と
っ
て
も
、
政
治
・
経
済
・
社
会
に
及
ぼ
す
影
響
は
目
に
見
え
て
明
ら
か
で
、
さ
ら
に
〈
新
旧
〉
の
豪
族
勢

力
を
争
わ
せ
る
よ
う
仕
組
む
施
政
は
狡
猾
そ
の
も
の
で
あ
る
。
〈
新
〉
勢
力
の
中
産
階
級
と
な
っ
た
ア
ル
テ
の
人
た
ち
が
、
〈
旧
〉
陣
営
の

マ
キ
ャ
ヴ
ェ
ッ
リ
の
言
う
「
正
義
の
兆
」
と
し
て
評
価
さ
れ
も
し
よ
う
が
、
所
詮
ス
ペ
イ

ス
ペ
イ
ン
と
し
て
は
、
〈
新
旧
〉
の
豪
族
た
ち
の
均
り
合
い
を
保
ち
つ
つ
立
憲
政
治
を
無
難
に
行
使
す
る
傍
ら
で
、
故
意
に
圧
政
を
敷

い
て
、
策
略
的
政
策
の
可
能
性
を
さ
ぐ
る
必
要
性
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

カ
ラ
ブ
リ
ア
地
方
に
限
れ
ば
、
ナ
ポ
リ
王
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
三
世
治
下
の
一
五
―
二
年
に
す
で
に
地
元
の
民
衆
を
圧
す
る
豪
族
に
対
す
る

決
起
が
生
じ
て
い
る
。
サ
ン
タ
・
セ
ヴ
ェ
リ
ー
ナ
と
マ
ル
テ
ィ
ラ
ー
ノ
の
住
民
の
間
で
の
暴
力
沙
汰
で
、
強
奪
・
流
血
•
投
獄
を
も
た
ら

ン
王
の
掌
中
で
踊
ら
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
す
ぎ
な
い
。

無
能
な
豪
族
た
ち
と
闘
っ
た
こ
と
じ
た
い
は
、

一
家
全
員
が
土
地
を
失
な
い
、
い
っ
そ
う
生
活
苦
に
あ
え
ぐ
は
め
に
も
陥
っ
た
。

T
・
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
〈
供
述
書
〉
(
-
五
九
九
年
九
月
十
日
）

の
考
察
（
澤
井
）



戻
す
た
め
の
優
先
権
を
主
張
し
た
。
そ
こ
で
カ
ル
ロ
ス
一
世
は
一
五
四
五
年
二
月
二
十
七
日
、
ナ
ポ
リ
近
郊
の
保
養
地
ポ
ッ
ヅ
ォ
ー
リ
か

ら
、
町
を
返
却
す
る
べ
く
王
室
証
書
に
署
名
し
た
。
し
か
し
裏
工
作
も
怠
ら
な
か
っ
た
。
ア
ル
テ
や
民
衆
に
、
豪
族
た
ち
か
ら
当
局
が
窃

取
す
る
収
益
を
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
町
の
実
質
的
資
本
と
す
る
と
約
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
が
最
終
的
に
ノ
チ
ェ
ラ
公
か
ら
ア
レ
ー
ナ
侯
の
手

に
わ
た
る
よ
う
に
画
策
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
王
室
派
遣
の
守
備
隊
長
が
城
塞
に
住
む
の
を
望
ん
だ
際
、
実
際
住
ま
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
要
塞
を
ス
テ
ィ
ー
ロ
側
が
再
び
取
得
で
き
る
の
を
条
件
に
、
守
備
隊
長
の
要
塞
の
所
有
を
認
め
さ
せ
た
。

派
遣
さ
れ
て
定
住
し
た
隊
長
は
ス
テ
ィ
ー
ロ
の
住
民
と
な
り
、
特
権
で
あ
る
司
法
権
も
行
使
で
き
、
裁
判
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
わ

そ
れ
に
対
処
す
べ
く
ト
レ
ド
は
、

家
は
、
―
二
五
四
ス
ク
ー
デ
ィ

総
督
ト
レ
ド
は
こ
れ
を
受
け
て
、

れ
て
い
る
。

ム
教
か
ら
の
保
護
で
あ
る
。

ノ
チ
ェ
ラ
公
に
売
却
し
た
、

胴
西
大
學
『
文
學
論
集
』
第
五
十
五
巻
第
二
号

ス
テ
ィ
ー
ロ
に
対
し
て
は
、

た
よ
う
で
、
〈
伯
（
コ
メ
ス
）
〉

カ
ル
ロ
ス
一
世
は
そ
の
戦
略
的
位
置
や
ノ
ル
マ
ン
軍
に
対
し
て
示
し
た
勇
武
に
鑑
み
て
、
関
心
が
強
か
っ

の
爵
位
を
与
え
て
い
る
。
そ
し
て
次
の
二
つ
の
理
由
で
、
住
民
の
反
抗
に
よ
る
被
害
は
覚
悟
の
上
で
、
ナ

ポ
リ
王
国
の
有
す
る
ス
テ
ィ
ー
ロ
の
土
地
と
諸
々
の
要
塞
の
売
却
に
乗
り
出
し
た
。

口

そ
の
理
由
の
―
つ
は
、
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
の
侵
略
か
ら
イ
タ
リ
ア
を
守
る
た
め
、
二
つ
め
は
、
キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
宗
教
の
イ
ス
ラ

率
に
し
か
す
ぎ
な
か
っ
た
〕

一
五
四

0
年
五
月
十
一
日
に
教
皇
パ
ウ
ル
ス
三
但
と
約
し
た
こ
の
二
項
目
は
ス
ペ
イ
ン
王
室
憲
章
に
も
刻
ま

一
五
四

0
年
七
月
一
二
十
一
日
、

ス
テ
ィ
ー
ロ
伯
に
司
法
権
と
い
う
特
権
を
授
け
る
代
わ
り
と
し
て
、

〔
一
ス
ク
ー
デ
ィ
は
五
リ
ラ
銀
貨
に
相
当
す
る
。
当
時
の
ス
テ
ィ
ー
ロ
で
は
二
戸
あ
た
り
ニ
ス
ク
ー
デ
ィ
の
分
配

で
、
強
欲
な
一
族
で
あ
る
コ
ン
ク
ブ
レ
ッ
ト
家
に
ス
テ
ィ
ー
ロ
の
町
と
城
塞
を
売
っ
た
。

ア
レ
ー
ナ
侯
で
あ
っ
て
、
当
主
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
に
対
し
て
以
前
よ
り
不
満
を
持
っ
て
い
た
ス
テ
ィ
ー
ロ
の
ア
ル

テ
は
即
座
に
異
議
申
し
立
て
を
し
た
。

い
や
、
売
却
を
装
っ
た
。

コ
ン
ク
ブ
レ
ッ
ト

ス
テ
ィ
ー
ロ
側
は
、
断
固
と
し
て
町
を
買
い



こ
の
父
の
血
を
引
い
て
、

1
9
8
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2
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け
で
、
特
権
の
意
義
は
消
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
コ
ム
ー
ネ
の
人
た
ち
ゃ
周
辺
の
集
落
の
人
々
は
、
隊
長
が
法
廷
を
開
き
た
く
な

い
と
言
え
ば
、
裁
判
を
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
事
態
に
も
な
る
。
こ
う
し
た
政
略
は
法
廷
が
一
般
民
衆
の
道
具
と
さ
れ
ぬ
た
め
の
、
国
王

て

な

ず

が
案
出
し
た
弥
縫
策
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
ス
ペ
イ
ン
側
の
策
謀
が
透
け
て
見
え
、
あ
く
ま
で
地
元
の
豪
族
を
手
懐
け
、
い
か
に
民
衆
（
特

に
ア
ル
テ
）
を
懐
柔
し
よ
う
と
し
た
か
が
わ
か
る
。
国
王
に
逆
ら
う
者
は
威
嚇
さ
れ
、
千
ド
ゥ
カ
ー
テ
ィ

司
法
権
と
い
う
特
権
を
一
応
得
た
ス
テ
ィ
ー
ロ
だ
が
、

カ
ル
ロ
ス
一
世
の
死
後
に
登
位
し
た
フ
ェ
リ
ペ
ニ
憔
〔
在
位
一
五
五
六
—
九
八
年
〕

が
一
五
五
七
年
に
ス
テ
ィ
ー
ロ
〈
伯
〉
の
地
位
と
担
保
の
証
書
を
示
し
て
い
っ
た
ん
売
却
し
た
国
有
地
を
取
り
戻
し
て
し
ま
っ
た
(
C
u
n
s
o
l
o

こ
の
よ
う
な
い
い
加
減
な
ス
ペ
イ
ン
当
局
の
施
政
に
ス
テ
ィ
ー
ロ
の
民
衆
た
ち
が
蜂
起
し
な
い
わ
け
が
な
く
、
ト
レ
ド
が
町
に
、

五
四
ス
ク
ー
デ
ィ
を
支
払
っ
た
そ
の
翌
年
の
四
一
年
九
月
十
三
日
に
は
ノ
チ
ェ
ラ
伯
と
ア
レ
ー
ナ
侯
を
町
か
ら
追
放
す
る
決
起
が
行
わ
れ

カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
の
父
で
あ
る
ジ
ェ
ロ
ニ
モ
・
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
が
い
た
。
彼
は
投
獄
の
憂
き
目

て
い
る
。
そ
の
反
乱
の
首
謀
者
の
一
人
に
、

に
遭
い
、
家
族
は
困
窮
す
る
。
カ
ル
ロ
ス
一
世
の
四
五
年
の
エ
作
は
こ
う
し
た
起
因
が
あ
っ
て
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。

一
五
六
八
年
九
月
五
日
日
曜
日
、

市
壁
内
の
町
の
中
心
に
あ
た
り
、

カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
は
生
ま
れ
た
。
幼
名
を
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
・
ド
メ
ニ
コ
・
カ
ン

パ
ネ
ッ
ラ
と
言
っ
た
。
九
月
十
二
日
に
、
ド
ン
・
テ
レ
ン
ツ
ィ
ー
ノ
・
ロ
マ
ー
ノ
神
父
に
よ
り
聖
ピ
ア
ー
ジ
ョ
協
会
で
洗
礼
を
施
さ
れ
た
。

ボ

ル

ゴ

生
家
は
、
市
壁
の
外
の
〈
新
開
地
〉
に
あ
っ
た
。
ス
テ
ィ
ー
ロ
全
景
絵
図
で
は
、
コ
ン
ソ
リ
ー
ノ
山
の
傾
斜
面
に
建
ち
並
ん
だ
地
域
が

カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
の
生
家
は
、
ビ
ザ
ン
チ
ン
様
式
で
著
名
な
教
会
で
あ
る
カ
ッ
ト
ー
リ
カ
と
も
ど
も
町
の

は
ず
れ
に
位
置
し
て
い
た
。
父
ジ
ェ
ロ
ニ
モ
の
職
業
は
靴
直
し
業
で
、
妻
カ
タ
リ
ネ
ッ
ラ
・
マ
ル
テ
ッ
ロ
と
の
間
に
九
人
の
子
を
儲
け
て

い
る
。
母
親
は
子
育
て
に
手
一
杯
の
状
態
、
父
は
投
獄
の
辛
酸
を
嘗
め
て
生
活
は
楽
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
ジ
ェ
ロ
ニ
モ
は
文
字
が
読

T
・
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
〈
供
述
書
〉
(
-
五
九
九
年
九
月
十
日
）

れ
た
。

の
考
察
（
澤
井
）

三

〔
金
貨
〕

の
罰
金
を
支
払
わ
さ



色
の
修
道
衣
は
、
こ
の
利
発
な
少
年
に
と
て
も
よ
く
似
合
っ
た
。

隅
西
大
學
『
文
學
論
集
』
第
五
十
五
巻
第
二
号

文
盲
の
父
に
し
て
み
れ
ば
、
息
子
た
ち
の
う
ち
の
ひ
と
り
だ
け
で
も
、

長
男
で
あ
る
ジ
ョ
バ
ン
・
ド
メ
ニ
コ
・
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
は
、
幼
少
年
期
か
ら
す
で
に
オ
覚
を
顕
わ
し
、
神
童
の
誉
れ
高
い
子
供
だ
っ
た
。

せ
め
て
貧
困
や
悲
惨
な
生
活
か
ら
脱
し
て
、
陽
の
あ
た
る
道
を
歩

え
る
の
は
、

カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
の
血
に
は
、
父
の
反
抗
の
精
神
が
遺
伝
子
の
ご
と
く
組
み
込
ま
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
み
ず
か
ら
も
自
覚
し
て
い
た
と
考

や
が
て
同
じ
く
陰
謀
の
推
進
者
と
な
る
彼
に
対
し
て
、
あ
ま
り
に
も
勝
手
で
ロ
マ
ン
的
な
見
方
で
あ
ろ
う
か
。

貧
困
に
あ
え
ぐ
が
オ
知
あ
ふ
れ
る
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
は
、
貧
し
い
が
ゆ
え
に
受
け
ら
れ
な
い
学
校
の
授
業
を
門
の
外
で
立
ち
聞
き
し
、
同

年
齢
の
子
供
た
ち
の
よ
う
に
生
活
は
豊
か
で
な
い
に
せ
よ
、
知
力
の
点
で
は
劣
ら
ぬ
と
、
教
師
に
繰
り
返
し
訴
え
た
、
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー

文
法
の
教
師
で
あ
る
ア
ガ
ツ
ィ
オ
・
ソ
レ
ー
ア
と
い
う
人
の
厚
情
で
、
授
粟
の
出
席
が
許
可
さ
れ
た
こ
と
は
、
確
実
な
記
録
と
し
て
認

め
ら
れ
る
。
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
の
記
憶
力
は
群
を
抜
い
て
優
れ
て
お
り
、
引
き
継
い
で
教
え
た
教
師
た
ち
は
み
な
感
銘
し
た
。
論
理
学
の
教

師
は
叔
父
の
ジ
ュ
リ
オ
で
、
彼
は
社
会
改
革
も
志
し
て
お
り
、

カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
に
そ
の
方
面
で
の
影
響
を
与
え
た
と
推
察
さ
れ
る
。

当
時
の
カ
ラ
ブ
リ
ア
は
山
賊
な
ど
が
い
ま
だ
に
祓
庖
し
て
い
た
が
、
そ
れ
に
加
え
て
疫
病
（
と
り
わ
け
ペ
ス
ト
）
が
不
定
期
な
が
ら
も
席

巻
し
た
。
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
の
少
年
期
に
も
シ
チ
リ
ア
に
端
を
発
し
た
ペ
ス
ト
が
カ
ラ
ブ
リ
ア
も
襲
う
恐
れ
が
あ
っ
た
の
で
、
父
ジ
ェ
ロ
ニ

モ
は
一
家
を
あ
げ
て
ス
テ
ィ
ー
ロ
か
ら
数
キ
ロ
南
に
下
が
っ
た
ス
テ
ィ
ニ
ャ
ー
ノ
に
転
居
し
た
。
そ
し
て
近
郊
の
プ
ラ
カ
ニ
カ
の
修
道
院

（
ド
メ
ニ
コ
会
）
で
、

カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
は
、
ト
ン
マ
ー
ゾ
の
名
を
得
て
、
修
道
僧
と
な
っ
た
。

ト
ン
マ
ー
ゾ
・
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
と
な
っ
た
彼
は
修
行
期
を
サ
ン
・
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
モ
ル
ゲ
ー
ト
の
ア
ン
ヌ
ン
ツ
ィ
ア
ー
タ
修
道
院
で
過

ド
も
残
っ
て
い
る
。

ん
で
ほ
し
か
っ
た
に
ち
が
い
あ
る
ま
い
。

め
な
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

一
五
八
二
年
、
十
四
歳
の
と
き
で
あ
る
。
白

三
四



を
深
め
た
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ラ
ブ
リ
ア
地
方
修
道
会
菅
区
長
の
顕
職
に
就
く
こ
と
に
な
る
ア
ン
ト
ニ
オ
・
デ
・
フ
ィ
オ
レ
ン
ツ
ァ
神
父
の
教
授
を
受
け
る
。

フ
ェ
ッ
ラ
ン
テ
、
デ
ィ
オ
ニ
ジ
オ
、
そ
れ
に
、

一
五
九
九
年
の
陰
謀
の
際
、
み
ず
か
ら
の
代
理
と
も
呼
ぶ
こ
と
に
な
る
バ
ッ
テ
ィ
ス
タ
・
コ
ル
テ
ー
ゼ
・
デ
ィ
・
ピ
ッ
ゾ
ー
ニ
と
も
親
交

T
・
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
〈
供
述
書
〉
(
-
五
九
九
年
九
月
十
日
）

ロ
で
は
、
ピ
エ
ト
ロ
家
の
三
兄
弟
—
ポ
ン
ツ
ィ
オ
、

二
十
歳
(
-
五
八
六
年
）
に
な
っ
た
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
は
、

デ
ル
・
ト
ゥ
ー
フ
ォ
家
は
ナ
ポ
リ
の
古
く
か
ら
の
家
柄
で
、
ナ
ポ
リ
独
特
の
文
化
的
生
活
や
貴
族
階
級
の
生
活
を
営
む
典
型
的
名
門
で

あ
り
、
後
年
(
-
五
八
九
ー
九
二
年
）
、

ニ
カ
ス
ト
ロ
の
ア
ン
ヌ
ン
ツ
ィ
ア
ー
タ
修
道
院
に
移
っ
た
。
そ
こ
で
、
じ
き
カ

よ
し
み

と
誼
を
結
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。

マルティラーノ
• サンタ・セヴェリーナ． 

•ノチェラ

ニカストロ (20歳）． 

卜
一レ●

r
r

、

カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
は
一
家
に
招
か
れ
、
歓
待
さ
れ
て
い
る
。

● 
＠スティーロ（誕生）

アレーナこ二だティニャーノ
プラカニカ

（修道僧となり、
／ トンマーゾの名を

サン・ 与えられる、 14歳）

ジョルジョ・
モルゲート
（修練期） 口）

の
考
察
（
澤
井
）

カラブリア地方
（生誕から20歳まで， 1568-88年）

〔地図 1〕

三
五

ニ
カ
ス
ト

カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
が
主
謀
者
と
な
っ
た

レ
ー
ト
の
司
教
職
を
務
め
る
こ
と
に
な
る
マ
ル
カ
ン
ト
ニ
オ

が
、
わ
け
て
も
、

カ
ラ
ブ
リ
ア
地
方
で
最
も
威
信
の
あ
る
ミ

に
よ
っ
て
、

デ
ル
・
ト
ゥ
ー
フ
ォ
家
と
の
親
交
が
は
じ
ま
る

歩
を
踏
み
出
し
た
の
で
あ
る
。

た
ジ
ャ
ー
コ
モ
・
ミ
ラ
ノ
ニ
世
に
敬
意
を
表
す
た
め
、
彼
は

自
作
の
詩
（
祈
り
の
詩
）
を
御
前
で
朗
詠
し
た
。
詩
人
の
詩

オ
は
ミ
ラ
ノ
ニ
世
の
夫
人
イ
ザ
ベ
ッ
ラ
・
デ
ル
・
ト
ゥ
ー
フ

ォ
の
心
を
打
ち
、
好
感
を
抱
か
れ
る
。
こ
の
偶
然
の
出
会
い

地
元
の
豪
族
で
あ
り
、
善
政
を
敷
い
て
封
土
を
治
め
て
い

ご
し
た
。
こ
の
地
で
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
は
修
道
僧
の
道
の
第



こ
こ
に
、

表
現
さ
れ
て
い
る
。

1
9
9
8
:
 9
9
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が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

闘
西
大
學
『
文
學
論
集
』
第
五
十
五
巻
第
二
号

以
上
の
こ
と
か
ら
理
解
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、

ス
テ
ィ
ー
ロ
の
住
民
に
自
主
独
立
の
精
神
が
高
く
、

身
で
あ
る
ギ
リ
シ
ア
の
植
民
市
と
し
て
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
こ
と
。

ス
ペ
イ
ン
の
圧
政
が
つ
づ
い
て
お
り
、
山
賊
も
出
没
し
て
い
る
に
も

拘
ら
ず
司
法
権
が
安
定
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
。
ま
た
時
期
的
に
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
勢
力
が
イ
オ
ニ
ア
海
沿
岸
を
荒
ら
し
ま
わ
っ
て
い

て
、
内
陸
部
も
略
奪
の
標
的
と
し
て
ね
ら
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
た
故
郷
の
情
勢
の
中
に
、
ド
ミ
ニ
コ
会
の
中
で
す
で
に
出
世
の
道
も
失
い
、
教
会
へ
の
反
抗
心
を
抱
く
に
至
っ
た
カ
ン
パ
ネ
ッ

目
に
し
た
の
は
苛
政
に
苦
し
む
ス
テ
ィ
ー
ロ
の
人
た
ち
で
あ
り
、
ス
テ
ィ
ー
ロ
を
二
分
し
て
争
っ
て
い
る
二
つ
の
一
族
の
争
い
で
あ
り
、

ま
た
一
方
で
は
自
分
の
反
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
主
義
の
思
想
（
汎
感
覚
思
想
）
を
認
め
ず
に
聖
職
者
と
し
て
の
未
来
を
奪
っ
た
教
会
へ
の
恨
み

外
的
現
実
の
悲
惨
さ
と
内
な
る
敵
憮
心
に
対
し
て
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
は
、
ひ
と
つ
の
使
命
感
を
覚
え
る
よ
う
に
な
る
。
ス
ペ
イ
ン
人
を
追

放
し
、
私
有
財
産
制
を
な
く
し
、
教
会
の
位
階
制
度
を
取
り
や
め
民
主
的
な
自
治
を
確
立
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
形
態
と
し
て
彼
が
意

図
し
た
の
は
、
共
産
主
義
的
で
神
権
政
治
的
な
共
和
国
の
樹
立
で
、

お
そ
ら
く
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
だ
け
に
し
か
理
解
で
き
か
ね
る
と
思
わ
れ
る
こ
の
想
念
を
一
般
の
民
衆
や
知
識
人
た
ち
に
説
く
に
は
、
彼
自

身
が
あ
る
種
の
人
物
に
な
り
切
る
必
要
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、

一
五
六
九
年
九
月
五
日
日
曜
日
の
午
後
、
新
時
代
の
英
雄
的
預
言
者
、

ラ
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

み
ず
か
ら
が
首
長
と
な
り
立
法
者
と
な
る
こ
と
で
あ
っ
た

(
F
i
r
p
o

ス
テ
ィ
ー
ロ
の
生
家
に
は
め
ら
れ
て
い
る
プ
レ
ー
ト
に
的
確
に

―
つ
の
コ
ム
ー
ネ
と
し
て
、
前

三
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スティーロ （〈新開地〉と広大な谷あい）

ス
テ
ィ
ー
ロ
は
彼
の
生
誕
こ
の
方
四

0
0年
、
カ
ン
バ
ネ
ッ
ラ
の
故
郷
で
あ
る
。

ト
ン
マ
ー
ゾ
・
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
、
生
ま
れ
る
。

三
七

故
郷
の
人
た
ち
か
ら
〈
預
言
者
〉
と
讃
え
ら
れ
る
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
が
誕
生
す
る
。

彼
は
九
八
年
八
月
末
に
ナ
ポ
リ
か
ら
十
四
年
ぶ
り
に
生
地
ス
テ
ィ
ー
ロ
に
戻
り
、

サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
デ
ィ
・
ジ
ェ
ズ
と
い
う
小
体
な
修
道
院
に
入
る
。

こ
こ
で
英
気
を
養
う
と
言
え
ば
聞
こ
え
は
よ
い
が
、
地
元
の
不
平
不
満
分
子
た
ち

が
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
に
指
導
者
の
イ
メ
ー
ジ
を
ひ
そ
か
に
抱
い
て
し
ま
い
、
他
に
換
え

が
た
い
傭
兵
隊
長
の
姿
に
ま
で
ふ
く
ら
ん
で
い
た
こ
と
が
、
あ
る
意
味
で
カ
ン
パ
ネ

ッ
ラ
に
と
っ
て
は
不
運
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う

(
F
i
r
p
o
1
9
9
8
 ;
 100) 0
 

と
い
う
の
も
、

カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
の
考
え
る
理
想
は
高
邁
で
あ
り
、
地
元
の
人
た
ち

の
争
い
や
願
い
を
か
な
え
る
の
に
は
、
き
わ
め
て
夢
想
的
で
あ
り
す
ぎ
た
か
ら
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
彼
は
曲
解
さ
れ
つ
つ
も
、
地
元
の
人
々
の
熱
望
の
中
に
み
ず
か
ら

の
理
念
を
注
ぎ
込
む
こ
と
に
な
っ
て
い
く
。
九
九
年
二
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
、
修

道
院
附
属
の
教
会
で
繰
り
返
し
預
言
を
説
く
。
終
末
思
想
の
名
文
集
を
集
め
て
い
た

形
跡
も
あ
る
。
公
に
、
世
界
的
大
変
革
の
兆
に
つ
い
て
熱
弁
を
ふ
る
っ
た
。

六
月
に
は
い
つ
の
ま
に
か
陰
謀
団
と
の
関
わ
り
を
持
つ
に
至
っ
て
い
た
。

T
・
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
〈
供
述
書
〉
(
-
五
九
九
年
九
月
十
日
）

の
考
察
（
澤
井
）



〈
供
述
〉

ー
(Firpo 1
9
9
8
:
 
102-113)
。

え
て
い
る
。

〈
供
述
書

の
文
言
「
一
人
一
人
が
み
な
預
言
で
き
る
P
o
e
t
i
s

カ
ス
テ
ル
ヴ
ェ
テ
レ

C
a
s
t
e
r
v
e
t
e
r
e
と
は
現
在
の
カ
ウ
ロ
ニ
ア
C
a
u
l
o
n
i
a

の
古
名
で
あ
る
。
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
幾

度
も
こ
う
し
た
裁
判
に
引
っ
張
り
出
さ
れ
、
そ
の
た
び
〈
供
述
〉

や
〈
弁
明
〉
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
こ
れ
以
前
に
も
す
で
に
経
験
ず
み

で
、
場
慣
れ
し
て
い
る
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
お
く
必
要
が
あ
る

(Firpo
1
9
9
8
 ;
 4
4ー

9
5
)

。

〈
供
述
書
〉
で
述
べ
ら
れ
る
内
容
は
、
陰
謀
の
全
容
を
語
っ
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
多
く
の
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
研
究
書
が
こ
の
〈
供

述
書
〉
を
基
に
陰
謀
の
解
明
を
行
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
訳
出
も
試
み
つ
つ
、
陰
謀
の
息
吹
の
よ
う
な
も
の
を
も
伝
え
ら
れ
た
ら
と
考

陰
謀
は
九
九
年
の
六
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
、
わ
ず
か
三
箇
月
に
も
満
た
な
い
で
発
覚
ー
失
敗
し
て
し
ま
う
の
だ
が
、
短
期
間
で
あ
る

が
ゆ
え
に
人
間
関
係
や
ト
ル
コ
と
の
関
係
も
含
め
て
中
身
は
濃
厚
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
供
述
の
順
に
従
っ
て
〈
供
述
書
〉
を
読
み
解
い
て
い
く
が
、
逮
捕
さ
れ
て
か
ら
た
っ
た
四
日
後
の
供
述
で
あ
る
。
カ
ン
パ
ネ

ッ
ラ
の
口
調
は
熱
を
帯
び
、
短
期
間
の
出
来
事
に
ひ
と
つ
ひ
と
つ
言
及
し
て
い
く
。
文
言
が
機
関
銃
の
乱
射
の
よ
う
に
発
せ
ら
れ
て
い
る

預
言
（
者
）

の
冒
頭
か
ら
、
「
コ
リ
ン
ト
の
信
徒
へ
の
手
紙
I

（
十
四
章
の
一
―
-
+
-
）
」

o
m
n
e
s
 p
r
o
p
h
e
t
a
r
e
」
を
引
用
し
て
み
ず
か
ら
の
素
性
を
明
か
し
て
い
る
。

三、

D
i
c
h
i
a
r
a
z
i
o
n
e
 D
i
 C
a
s
t
e
r
v
e
t
e
r
e〉

閥
西
大
學
『
文
學
論
集
』
第
五
十
五
巻
第
二
号
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し
た
。

の
南
側
に
あ
る
ス
テ
ィ
ー
ロ
の
地
の
出
身
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
問
を
学
び
ま
し
た
が
、
と
り
わ
け
預
言
に
専
心
し
て
き
ま
し
た
。

り
、
聖
パ
ウ
ロ
に
た
い
へ
ん
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
〈
コ
リ
ン
ト
書
〉

そ
れ
ゆ
え
に
ナ
ポ
リ
王
国
に
存
在
し
て
い
た
歴
史
を
幡
い
て
み
て
考
察
し
ま
す
と
、
常
に
、
短
期
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、

な
一
族
の
下
で
初
期
・
中
期
・
末
期
を
と
も
な
っ
た
革
命

revoluzione
が
あ
り
ま
し
た
。
私
に
は
早
晩
、
変
革

m
u
t
a
z
i
o
n
e
が
起
こ

る
の
が
当
然
だ
と
ふ
と
思
い
浮
か
ん
だ
の
で
し
た
。
そ
の
上
で
私
は
人
々
に
話
し
て
み
ま
す
と
、
彼
ら
は
王
国
の
諸
閣
僚
に
対
し
て
自

分
の
生
き
て
い
る
時
に
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
多
く
の
不
満
を
こ
ぼ
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
占
星
術
者
（
特
に
ナ
ポ
リ
人
ジ

ュ
リ
オ
・
コ
ル
テ
ー
ゼ
、
偉
大
な
数
学
者
コ
ラ
ン
ト
ニ
オ
・
ス
テ
ィ
オ
ー
ラ
、
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
・
パ
ウ
ロ
・
ヴ
ェ
ル
ナ
ロ
ー
ネ
、
み
な
三
年
前
ナ
ポ
リ
に
い
た
と

き
の
こ
と
で
す
）
と
議
論
を
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
私
は
彼
ら
か
ら
、
国
家
を
変
革

m
u
t
a
z
i
o
n
e
す
べ
き
時
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
た
の
で

さ
ら
に
チ
プ
リ
ア
ー
ノ
・
レ
オ
ニ
ツ
ィ
オ
の
作
成
し
た
天
体
位
置
表
に
よ
れ
ば
、
こ
の
二
年
の
間
で
大
き
な
食
が
は
じ
ま
り
、

0
五
年
ま
で
つ
づ
く
と
出
て
い
ま
す
。
大
い
な
る
新
し
い
出
来
事
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

し
る
し

と
つ
づ
く
。
こ
の
預
言
の
お
か
げ
で
、
主
な
る
神
が
森
羅
万
象
に
未
来
の
徴
を
刻
む
。
そ
れ
に
従
っ
て
未
来
の
兆
候
が
わ
か
る
の
で
あ

る
。
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
は
自
分
が
そ
の
預
言
に
長
け
て
い
る
し
、
優
れ
た
預
言
者
の
名
を
列
挙
す
る
こ
と
で
、
ナ
ポ
リ
王
国
で
革
命
が
生
ず

る
必
然
性
を
裏
づ
け
よ
う
と
す
る
。

引
用
し
た
部
分
で
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
の
基
本
用
語
は
二
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。

revoluzione
と

m
u
t
a
z
i
o
n
e
で
あ
る
。

訳
出
し
た
ら
原
稿
用
紙
で
二
十
枚
に
満
た
な
い

T
・
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
〈
供
述
書
〉
(
-
五
九
九
年
九
月
十
日
）

私
こ
と
、

〈
供
述
書
〉

で
、
そ
こ
に
「
一
人
一
人
が
み
な
預
言
で
き
る
」
と
あ
り
ま
す
。

の
中
に
、
後
者
の

m
u
t
a
z
i
o
n
e
の
方
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
。

の
考
察
（
澤
井
）

修
道
士
ト
マ
ー
ゼ
・
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
は
聖
ド
ミ
ニ
コ
修
道
会
に
属
し
、

三
九

カ
ラ
ブ
リ
ア
の
ネ
ー
ト
川

一
六

い
ろ
い
ろ
つ
ま

ス
ペ
イ
ン
・
ア
ラ
ゴ
ン
家
は
カ
ラ
ブ
リ
1

L

ア
を
こ
の
川
で
二
つ
に
分
け
て
統
治



イ
タ
リ
ア
諸
国
家
の
革
命
の
例
を
一
っ
取
り
上
げ
る
と
す
れ
ば
、

の
名
詞
形
で
あ
る
。
生
物
用
語
で
「
突
然
変
異
」
の
意
味

が
あ
る
。
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
が
、
ナ
ポ
リ
王
国
を
変
革
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
レ
ヴ
ォ
ル
ツ
ィ
オ
ー
ネ
」
は
文
字
ど
お
り
「
革

ム
タ
ツ
ィ
オ
ー
ネ

あ
え
て
「
革
命
」
を
用
い
ず
に
、
そ
れ
よ
り
も
意
味
的
に
弱
い
と
思
わ
れ
る
「
変
革
」
を
用
い
て
い
る
の
に
は
、
彼
の
政
治
的
意
図
が

「
国
家
の
革
命
」

脱
却
で
な
い
の
だ
が
、
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
の
思
念
は
多
少
と
も
、
現
実
離
れ
し
た
と
こ
ろ
に
基
を
置
い
て
い
る
。

プ
ロ
フ
ェ
ー
タ

預
言
者
た
ち
の
名
前
を
列
挙
す
る
こ
と
で
、
現
実
的
な
「
革
命
」
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
預
言
と
い
う
宇
宙
や
神
と
の
関
わ
り
合
い

次
に
十
五
世
紀
の
フ
ェ
ッ
ラ
ー
ラ
の
占
星
術
師
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ア
ル
ク
ア
ー
ト
を
ハ
ン
ガ
リ
ア
人
と
誤
解
し
て
引
き
合
い
に
出
し
て
い

る
。
ア
ル
ク
ア
ー
ト
の
著
作
『
神
の
予
見
』
が
ハ
ン
ガ
リ
ア
王
ヘ
―
四
八

0
年
に
献
呈
さ
れ
た
た
め
の
勘
ち
が
い
で
あ
る
。

に
書
か
れ
て
い
る
、
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
と
キ
リ
ス
ト
教
徒
間
で
勃
発
す
る
で
あ
ろ
う
問
題
が
実
際
に
予
見
ど
お
り
に
起
こ
っ
た
こ
と
に
、

カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
は
強
い
影
響
を
受
け
て
い
る
。
事
実
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
、

て
領
土
を
失
っ
た
。
ま
た
同
著
に
は
、
イ
タ
リ
ア
諸
国
家
の
革
命
と
教
会
の
改
新
が
一
五
三
八
年
に
一
挙
に
起
こ
る
で
あ
ろ
う
と
記
さ
れ

て
あ
っ
た
。

で
な
く
「
政
治
変
革
」
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
こ
の
範
囲
内
で
は
ス
ペ
イ
ン
の
属
国
支
配
か
ら
の

五
竺
七
年
、
教
会
で
は
イ
エ
ズ
ス
会
が
一
五
三
四
年
に
設
立
さ
れ
て
い
て
、
両
者
と
も
に
一
五
三
八
年
以
前
に
生
じ
て
い
る
。
『
神
の
予
見
」

の
出
版
は
一
四
八

0
年
で
は
な
く
て
ア
ル
ク
ア
ー
ト
の
没
後
一
五
三
六
年
で
あ
る
。
す
で
に
〈
出
来
事
が
起
こ
っ
た
後
〉

カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
は
ア
ル
ク
ア
ー
ト
の
予
言
力
を
き
わ
め
て
高
く
評
価
し
て
、
そ
こ
に
普
遍
的
因
呆
律
を
看
て
取
っ
て
い
る
。

の
中
に
「
変
革
」

の
発
想
の
源
を
求
め
て
い
る
。

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
共
和
国
を
メ
デ
ィ
チ
家
の
コ
ジ
モ
が
継
い
だ
の
が

命
」
で
、
世
の
中
を
ひ
っ
く
り
返
す
こ
と
、
転
覆
を
意
味
し
て
い
る
。

「
ム
タ
ツ
ィ
オ
ー
ネ
」
は
、
「
m
u
t
a
r
e
ム
タ
ー
レ

閥
西
大
學
『
文
學
論
集
』
第
五
十
五
巻
第
二
号

（
変
え
る
、
交
換
す
る
）
」

一
五
二
六
年
モ
ハ
ー
チ
の
戦
い
で
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
軍
に
敗
れ

四
〇

『
神
の
予
見
」

で
あ
っ
た
が
、



カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
の
思
想
の
特
徴
の
ひ
と
つ
に
、
神
の
書
を
、
聖
書
と
自
然
と
の
二
つ
に
分
け
て
考
え
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
彼
に
と
っ

て
の
神
と
は
自
然
に
宿
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
自
然
災
害
は
神
の
御
意
で
も
あ
る
が
、
自
然
そ
の
も
の
の
意
思
で
も
あ
り
、
両
者
を
操

T
・
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
〈
供
述
害
〉
(
-
五
九
九
年
九
月
十
日
）

を
自
然
災
害
で
一
掃
し
た
い
と
い
う
顧
望
か
も
し
れ
な
い
。

教
会
は
残
存
さ
せ
た
ま
ま
政
体
を
変
え
た
い
が
た
め
の

述
べ
る
。

四

約
六
十
年
後
の
一
五
九
九
年
に
も
何
か
が
起
こ
っ
て
し
か
る
べ
き
だ
と
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
は
考
え
る
ー
「
今
年
、

ィ
ア
に
大
洪
水
が
、
シ
チ
リ
ア
島
と
カ
ラ
ブ
リ
ア
に
大
地
震
が
あ
る
と
、
〈
福
音
書
〉
に
則
っ
て
私
は
ス
テ
ィ
ー
ロ
で
予
言
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
人
間
の
事
ど
も
の
変
革
を
指
し
て
い
ま
す
」
。

し
た
が
っ
て
私
は
、
愚
見
を
述
べ
て
ほ
し
い
と
強
く
促
さ
れ
て
、
諸
々
の
変
革
が
起
こ
る
だ
ろ
う
と
予
言
し
た
り
話
し
た
り
し
た
の

で
す
。
と
り
わ
け
九
九
年
の
今
年
の
聖
週
冨
謡
の
]
に
‘
私
の
故
郷
ス
テ
ィ
ー
ロ
で
、
途
轍
も
な
い
洪
水
が
起
こ
る
で
し
ょ
う
…
・:0

さ
ら
に
オ
ト
ラ
ン
ト
の
ア
ッ
バ
ー
ラ
・
イ
ド
ロ
ン
テ
ィ
ー
ノ
の
預
言
か
ら
シ
チ
リ
ア
島
や
ト
ス
カ
ナ
や
カ
ラ
ブ
リ
ア
で
変
革
が
あ
る
と

し
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
は
、
他
の
占
星
術
師
や
賢
者
も
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
、
真
実
の
可
能
性
が
高
い
と
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
は

事
程
左
様
に
、
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
の
頭
の
中
は
、
天
変
地
異
一
色
と
な
っ
て
い
る
。
変
革
は
自
然
災
害
が
原
動
力
と
な
る
と
言
っ
て
い
る

の
に
等
し
い
わ
け
で
、
大
災
害
の
あ
と
に
ど
の
よ
う
な
社
会
を
築
き
上
げ
る
つ
も
り
な
の
か
は
こ
こ
で
は
明
確
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
な
い
。

冒
頭
陳
述
で
自
分
を
預
言
者
と
見
立
て
て
人
為
的
要
素
を
極
力
避
け
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
故
意
で
は
な
く
、
カ
ン
パ

ネ
ッ
ラ
自
身
、
話
し
な
が
ら
自
己
確
認
を
行
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

〈
変
革
〉
な
の
で
あ
っ
て
、
大
洪
水
や
大
地
震
で
暗
示
さ
れ
て
い
る
は
、
王
国

の
考
察
（
澤
井
）
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な
い
と
返
答
し
た
の
で
し
た
。

作
で
き
る
人
物
こ
そ
自
然
魔
術
師
で
あ
り
、

ス
テ
ィ
ー
ロ
の
情
勢

十
四
年
ぶ
り
に
帰
郷
し
た
ス
テ
ィ
ー
ロ
は
二
つ
の
一
族
の
確
執
の
最
中
で
あ
っ
た
。
彼
の

さ
て
、
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カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
自
身
な
の
で
あ
る
。

ス
テ
ィ
ー
ロ
に
戻
っ
て
く
る
と
、

カ
ル
ネ
レ
ヴ
ァ
ー
リ
家
と
コ
ン
テ
ス
タ
ー
ビ
リ
家
の
間
が
敵
対
関
係
に
あ
り
、
私
は
判
事

〔
ア
ン
ニ
バ
ー
レ
・
〕
ダ
ヴ
ィ
ド
か
ら
、
和
解
に
一
役
買
っ
て
ほ
し
い
と
雇
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
が
き
っ
か
け
で
コ
ン
テ
ス
タ

ー
ビ
リ
家
と
の
結
び
つ
き
が
強
く
な
り
ま
し
た
。
あ
る
日
、
ジ
ュ
リ
オ
・
コ
ン
テ
ス
タ
ー
ビ
リ
の
義
兄
弟
で
あ
る
ジ
ロ
ー
ラ
モ
・
デ
・

の
は
ほ
ん
と
う
か
ど
う
か
尋
ね
て
き
ま
し
た
。
私
は
、

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
が
や
っ
て
き
て
、
聖
母
の
浄
め
の
日
〔
九
九
年
二
月
二
日
〕
に
私
が
〔
教
会
で
〕
預
言
し
た
よ
う
に
変
革
が
起
き
る

み
な
が
そ
う
思
っ
て
い
る
と
応
え
ま
し
た
。
す
る
と
彼
は
変
革
以
外
に
希
望
は

コ
ン
テ
ス
タ
ー
ビ
レ
家
は
武
闘
派
で
山
賊
ま
が
い
の
行
為
を
し
て
お
り
、
三
人
兄
弟
の
長
男
マ
ル
カ
ン
ト
ニ
オ
・
コ
ン
テ
ス
タ
ー
ビ
レ

は
ス
テ
ィ
ー
ロ
を
追
放
さ
れ
て
お
り
（
次
男
が
ジ
ュ
リ
オ
。
三
男
が
ジ
ャ
ン
バ
ッ
テ
ィ
ス
タ
）
、
ジ
ュ
リ
オ
も
侶
用
で
き
な
い
男
だ
と
カ
ン
パ
ネ

ッ
ラ
は
述
べ
て
、
ジ
ロ
ー
ラ
モ
に
〈
変
革
〉

両
家
と
の
折
衝
が
進
む
う
ち
に
、
と
う
と
う
長
男
マ
ル
カ
ン
ト
ニ
オ
が
や
っ
て
き
て
カ
ル
ネ
レ
ヴ
ァ
ー
リ
家
と
の
和
解
に
応
じ
た
。
す

い
に
入
っ
て
い
く
。

陰
謀
に
は
仲
間
が
必
要
で
あ
る
。

2
 

の
こ
と
を
ジ
ュ
リ
オ
に
言
わ
な
い
よ
う
に
頼
ん
で
い
る
。

〈
供
述
〉
は
次
に
、

ス
テ
ィ
ー
ロ
の
勢
力
争

四



部
屋
の
中
の
連
中
が
フ
ェ
リ
ペ
三
世
が
青
ニ
オ
で
統
治
能
力
が
な
い
と
批
判
し
て
、
肖
像
画
を
踏
み
つ
け
て
傷
つ
け
よ
う
と
す
る
。
カ

ン
パ
ネ
ッ
ラ
は
す
こ
し
よ
ご
れ
た
肖
像
画
を
溺
状
の
の
り
で
元
の
場
所
に
か
け
て
べ
つ
の
も
か
け
た
。
と
、
ジ
ュ
リ
オ
が
二
つ
と
も
取
っ

て
、
ト
ラ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
侯
[
澤
賢
覧
ぽ
疇
茫
i
立
:
位
五
八
了
囚
二
年
』
と
ト
ル
コ
王
囚
ハ
メ
ッ
ト
=
而
二
在
位
二
耳
六
六
ー
-
六
O
三
年
ご

T
・
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
〈
供
述
書
〉
(
-
五
九
九
年
九
月
十
日
）

私
が
言
い
ま
し
た
。

る
と
次
男
ジ
ュ
リ
オ
が
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
の
滞
留
し
て
い
る
修
道
院
に
や
っ
て
く
る
。
「
そ
こ
に
は
確
か
に
、

ラ
ー
チ
ェ
の
悪
予
ト
マ
ー
ゼ
・
カ
ッ
チ
ア
も
い
ま
し
た
。
彼
ら
は
何
度
も
何
度
も
、
ス
ペ
イ
ン
王
国
の
役
人
の
悪
口
、
特
に
守
備
隊
長
以

下
全
員
の
ス
ペ
イ
ン
人
を
の
の
し
っ
た
の
で
す
」
。

兄
弟
の
父
は
獄
中
に
あ
っ
て
、
カ
ル
ネ
レ
ヴ
ァ
ー
リ
家
が
政
治
を
握
っ
て
い
る
こ
と
へ
の
不
満
を
彼
ら
は
吐
き
散
ら
し
た
が
、

デ
ィ
オ

ネ
ッ
ラ
は
神
が
与
え
て
下
さ
っ
た
も
の
だ
か
ら
と
言
い
、
聞
き
役
に
徹
し
た
。

カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
は
ス
テ
ィ
ー
ロ
で
劣
勢
力
で
あ
り
、
か
つ
無
頼
漠
で
あ
る
コ
ン
テ
ス
タ
ー
ビ
リ
家
兄
弟
の
鬱
憤
を
聞
き
つ
づ
け
る
こ
と

に
な
る
が
、
あ
る
日
僧
坊
に
飾
っ
て
あ
る
フ
ェ
リ
ペ
一
二
世
の
肖
像
画
（
フ
ェ
リ
ペ
ニ
世
は
数
箇
月
前
の
一
五
九
八
年
九
月
十
三
日
に
死
去

し
、
若
干
一
一
十
一
歳
の
フ
ェ
リ
ペ
三
世
が
王
位
に
就
い
て
い
た
）
を
彼
ら
が
見
て
、

「
フ
ェ
リ
ペ
ニ
世
が
亡
く
な
っ
た
の
は
残
念
な
こ
と
だ
。
ト
ル
コ
も
フ
ラ
ン
ス
も
こ
の
王
国
を
乗
っ
取
り
に
は
来
な
い
さ
！
」

「
変
わ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
ん
だ
な
！
」

3

陰
謀

の
考
察
（
澤
井
）
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の
畏
怖
か
あ
る
い
は
憧
憬
か
。

き
送
っ
て
い
る
事
実
は
あ
る
。

コ
に
対
し
て
何
ら
か
の
期
待
感
が
あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
、

肖
像
画
も
取
り
は
ず
し
て
家
に
持
っ
て
い
っ
て
し
ま
う
。
み
な
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
の
僧
坊
に
も
と
も
と
か
け
て
あ
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

数
日
後
、
私
が
変
革
が
起
こ
る
と
言
う
と
、
ジ
ュ
リ
オ
は
、
「
主
が
そ
れ
を
お
望
み
で
あ
る
、
な
ぜ
な
ら
俺
た
ち
の
勢
力
は
大
き
い

か
ら
！
」
「
ど
れ
く
ら
い
だ
？
」
と
問
う
と
、
兄
の
マ
ル
カ
ン
ト
ニ
オ
を
見
遣
っ
て
、
「
山
賊
に
仲
間
や
友
達
が
た
く
さ
ん
い
る
し
、
他

の
人
間
だ
っ
て
、
そ
れ
に
親
戚
も
だ
」
「
そ
れ
だ
け
で
は
何
も
で
き
な
い
。
大
部
隊
に
対
抗
で
き
な
い
」
と
私
が
言
い
、
少
し
間
を
置

い
て
か
ら
「
た
く
さ
ん
味
方
が
い
る
の
は
い
い
こ
と
だ
。
国
主
が
も
し
戦
闘
を
開
始
し
た
ら
、
誰
を
後
楯
に
し
て
勝
つ
つ
も
り
か
」
「
ト

ル
コ
に
何
度
か
行
っ
て
く
る
。
ト
ル
コ
軍
な
ら
援
軍
を
よ
こ
す
だ
ろ
う
」
と
ジ
ュ
リ
オ
。

マ
キ
ャ
ヴ
ェ
リ
が
手
紙
を
書

カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
は
ト
ル
コ
の
ス
ル
タ
ン
の
肖
像
画
を
壁
に
か
け
て
い
た
。
こ
の
理
由
は
判
然
と
し
な
い
。
彼
の
胸
中
に
当
初
か
ら
ト
ル

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
支
配
す
る
ス
ペ
イ
ン
・
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
に
脅
威
を
与
え

う
る
存
在
と
し
て
一
目
置
い
て
い
た
の
か
。
オ
ス
マ
ン
支
配
下
の
ト
ラ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
侯
の
肖
像
画
も
ど
う
し
て
飾
ら
れ
て
い
た
の
か
。

イ
タ
リ
ア
に
と
っ
て
ど
う
い
う
意
味
を
当
時
の
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
は
持
っ
て
い
た
か
で
あ
る
。

コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
プ
ル
に
ベ
ラ
地

区
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
、
か
の
ニ
ッ
コ
ロ
・
マ
キ
ャ
ヴ
ェ
リ
の
姉
の
息
子
が
商
売
を
し
て
お
り
、

一
五
二

0
年
代
の
話
で
、
商
業
上
の
結
び
つ
き
は
あ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
れ
か
ら
八
十
年
後
の
、
政
治
面
で

さ
て
、
引
用
文
の
ジ
ュ
リ
オ
の
考
え
が
あ
く
ま
で
希
望
的
観
測
に
す
ぎ
な
い
こ
と
も
彼
は
理
解
し
て
い
た
。
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
は
ス
テ
ィ

ー
ロ
は
山
村
で
軍
事
力
は
不
要
だ
と
言
い
、
ス
ク
ィ
ラ
ー
チ
ェ
の
君
主
の
判
断
を
引
い
て
、
ト
ル
コ
軍
が
海
か
ら
遠
い
、
こ
の
山
間
の
、

道
が
狭
い
所
を
軍
事
支
援
の
た
め
通
っ
て
や
っ
て
く
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
と
主
張
す
る
。
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ラ
は
応
ず
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

か
り
だ
っ
た
。

一
方
、

四
五

コ
ン
テ
ス
タ
ー
ビ
リ
家
の
縁
者
を
み
な
か
き
集
め
る
と
い
う
応
え
が
返
っ
て
く

カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
自
身
は
ス
テ
ィ
ー
ロ
で
仲
間
に
す
で
に
声
を
か
け
て
お
り
、
修
道
士
デ
ィ
オ
ニ
ジ
オ
・
ポ
ン
ツ
ィ
オ
や
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
・

バ
ッ
テ
ィ
ス
タ
・
デ
・
ピ
ッ
ツ
ォ
ー
ネ
な
ど
が
賛
成
し
て
く
れ
て
い
た
。
七
月
に
は
カ
ス
テ
ル
ヴ
ェ
テ
レ
に
二
日
間
、

の
両
親
の
下
で
数
日
す
ご
し
、
八
月
初
め
ダ
ヴ
ォ
リ
、
そ
し
て
サ
ン
タ
・
カ
テ
リ
ー
ナ
に
出
向
き
、

コ
ン
テ
ス
タ
ー
ビ
リ
家
の
敵
で
あ
る
カ
ル
ネ
レ
ヴ
ァ
ー
リ
家
の
動
き
も
見
逃
せ
な
い
。
彼
ら
も
武
装
し
て
い
て
コ
ン
テ
ス
タ
ー

ビ
リ
家
に
恐
怖
心
を
も
は
や
抱
い
て
い
な
い
と
い
う
情
報
も
入
っ
て
く
る
。

ま
た
、
貴
族
で
無
頼
の
徒
で
あ
る
マ
ウ
リ
ツ
ィ
オ
・
デ
・
リ
ナ
ル
デ
ィ
ス
か
ら
は
、

ス
テ
ィ
ニ
ャ
ー
ノ

ス
テ
ィ
ー
ロ
に
戻
っ
て
き
て
い
る
。

ス
テ
ィ
ー
ロ
の
守
備
隊
長
で
あ
る
プ
ロ
テ
ィ
ー
ノ

に
裏
工
作
を
し
た
か
ど
う
か
間
わ
れ
、
賄
賂
の
額
ま
で
提
示
さ
れ
る
。

語
っ
た
、
〈
変
革
〉
が
起
き
る
こ
と
は
本
当
か
と
訊
く
。
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
の
回
答
は
正
し
い
理
法
で
そ
う
予
見
し
た
の
だ
、
と
応
え
る
ば

マ
ウ
リ
ツ
ィ
オ
は
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
が
ス
テ
ィ
ー
ロ
の
仲
間
た
ち
に

マ
ウ
リ
ツ
ィ
オ
は
神
だ
の
み
だ
な
、
と
嘆
息
す
る
。

た
だ

カ
ル
ネ
レ
ヴ
ァ
ー
リ
家
で
も
、
戦
い
が
あ
る
の
か
と
質
さ
れ
る
が
、
「
戦
い
が
は
じ
ま
れ
ば
神
が
救
け
て
く
れ
ま
す
」
と
カ
ン
パ
ネ
ッ

神
か
ら
戦
い
を
賜
っ
た
の
で
す
。
国
を
変
え
る
た
め
、
王
国
が
い
っ
そ
う
善
く
な
る
こ
と
を
す
る
た
め
に
。
危
難
は
わ
か
っ
て
い
ま

す
が
、
も
っ
と
よ
い
政
府
を
つ
く
る
た
め
に
。
王
様
が
フ
ェ
リ
ペ
で
も
べ
つ
の
王
で
あ
っ
て
も
、
キ
リ
ス
ト
教
の
他
の
君
主
で
あ
っ
て

も
、
友
誼
を
保
っ
て
く
れ
る
人
は
き
ま
っ
て
仰
大
な
人
物
に
な
り
ま
す
：
・
…
。
正
し
い
動
機
に
従
う
人
は
耐
え
る
こ
と
を
気
に
か
け
る

べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
後
は
ダ
ヴ
ィ
デ
の
よ
う
に
顕
彰
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
悪
は
滅
び
る
の
で
す
。

T
・
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
〈
供
述
書
〉
(
-
五
九
九
年
九
月
十
日
）

る。
と
に
か
く
人
数
を
集
め
る
こ
と
が
先
決
だ
と
言
う
と
、

の
考
察
（
澤
井
）
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こ
う
い
う
調
子
の
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
は
マ
ウ
リ
ツ
ィ
オ
か
ら
、
半
ば
呆
れ
ら
れ
修
道
院
の
中
に
こ
も
っ
て
い
る
よ
う
懇
願
さ
れ
る
。

〈
変
革
〉
を
起
こ
そ
う
と
し
て
い
る
そ
の
現
実
に
流
血
は
と
う
ぜ
ん
伴
う
だ
ろ
う
し
、
敵
と
な
る
相
手
に
は
懐
柔
も
必
要
で
あ
ろ
う
が
、

そ
う
し
た
戦
略
に
は
目
を
向
け
ず
に
い
る
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
は
、
仲
間
に
ほ
ぽ
愛
想
を
つ
か
さ
れ
た
感
が
あ
る
。
修
道
院
に
も
い
た
く
な
い

彼
は
、
数
日
後
ア
レ
ー
ナ
侯
シ
ピ
オ
ー
ネ
・
コ
ン
ク
ブ
レ
ッ
ト
に
招
か
れ
て
、

ア
レ
ー
ナ
に
十
五
日
間
滞
在
。
次
に
ピ
ク
ツ
ォ
ー
ニ
に
行

き
た
い
と
頼
み
込
む
。
そ
こ
で
大
歓
迎
を
受
け
る
は
ず
だ
と
考
え
て
の
こ
と
だ
が
、

て
い
て
く
れ
た
文
盲
の
末
弟
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
・
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
を
殺
す
た
め
に
敵
が
二
人
を
待
ち
伏
せ
し
て
い
る
と
耳
に
し
、

ピ
ク
ツ
ォ
ー
ニ
で
は
修
道
士
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
・
バ
ッ
テ
ィ
ス
タ
が
ア
ス
ト
ロ
ラ
ー
ベ

は
大
勢
い
る
と
誇
る
と
、

カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
は
次
の
よ
う
に
言
う
の
だ
っ
た
。

役
に
立
つ
も
の
で
す
か
ら
。
諸
君
主
た
ち
も
国
王
も
多
く
味
方
を
持
っ
て

い
る
人
た
ち
を
心
に
留
め
る
も
の
で
す
。
そ
し
て
い
つ
も
味
方
は
み
な
さ
ん
の
た
め
に
働
く
で
し
ょ
う
。

こ
れ
を
聞
い
て
み
な
の
心
は
〈
変
革
〉
へ
と
動
い
た
。
道
で
こ
の
話
を
耳
に
し
た
農
民
た
ち
か
ら
は
圧
政
へ
の
不
満
の
声
が
飛
び
か
い
、

カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
は
決
意
を
新
た
に
す
る
。
「
神
は
賢
明
で
善
良
な
人
々
に
万
事
を
託
し
て
お
り
、
そ
れ
が
う
ま
く
い
け
ば
善
と
な
る
し
、

た
く
さ
ん
い
れ
ば
申
し
分
な
い
で
し
ょ
う
。

友
人
た
ち
に
、
近
い
将
来
待
ち
望
ん
で
い
る

い
つ
で
も

〈
変
革
〉
が
起
こ
る
と
言
う
。

一
人
が
も
し
戦
い
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
な
ら
ば
、
味
方

〔
天
体
観
測
器
〕

の
造
り
方
の
本
を
持
っ
て
い
て
、

恐
怖
に
お
の
の
く
始
末
で
あ
る
。

い
ざ
行
く
段
に
な
る
と
、

い
つ
も
行
動
を
と
も
に
し

4

迷
走

四
六



首
尾
よ
く
い
か
ず
ば
悪
と
な
る
で
し
ょ
う
」
と
も
マ
ウ
リ
ツ
ィ
オ
に
話
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
圧
政
そ
の
も
の
へ
の
視
線
は
あ
り
、
救

済
の
道
を
探
ろ
う
と
し
て
は
い
て
も
、
〈
変
革
〉

発
覚
•
逮
捕

の
た
め
の
軍
事
的
蜂
起
に
は
ほ
ど
遠
い
と
こ
ろ
に
視
点
を
据
え
て
い
る
。

肝
心
な
と
き
に
ス
テ
ィ
ー
ロ
を
空
け
て
し
ま
う
の
も
、
そ
う
し
た
面
で
の
認
識
の
甘
さ
ゆ
え
で
あ
ろ
う
。

ス
テ
ィ
ー
ロ
に
い
る
ジ
ュ
リ
オ
・
コ
ン
テ
ス
タ
ー
ビ
レ
か
ら
、

長
の
と
こ
ろ
に
向
か
っ
た
と
い
う
手
紙
を
受
け
と
る
。
オ
ス
マ
ン
朝
研
究
家
の
新
谷
英
治
に
よ
る
と
、
オ
ス
マ
ン
朝
は
海
賊
に
提
督
や
艦

長
の
地
位
を
与
え
て
、
北
ア
フ
リ
カ
や
南
イ
タ
リ
ア
方
面
の
支
配
権
を
掌
握
し
て
い
た
と
い
う
。
海
の
荒
く
れ
者
た
ち
だ
か
ら
ト
ル
コ
人

ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
（
新
谷
2
0
0
5
;
 p
e
r
s
o
n
a
l
 c
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n
)
。
こ
の
場
合
も
称
号
は
艦
長
だ
が
、
実
質
は
海
賊
で
あ
っ
た
。

カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
は
マ
ウ
リ
ツ
ィ
オ
が
ト
ル
コ
艦
隊
長
と
船
上
で
ト
ル
コ
艦
隊
に
支
援
を
求
め
る
契
約
を
交
わ
し
た
と
聞
い
て
驚
愕
す

な
ぜ
な
ら
ト
ル
コ
艦
隊
は
略
奪
を
行
な
い
、

カ
タ
ン
ザ
ー
ロ
や
そ
の
附
近
一
帯
を
襲
撃
し
た
が
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。
と
ん
で
も
な

い
こ
と
を
し
て
く
れ
た
も
の
だ
と
言
い
ま
し
た
。
や
つ
ら
は
信
頼
で
き
な
い
し
、
敵
で
す
。
信
用
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
交
渉
は
マ
ウ
リ

ツ
ィ
オ
の
手
で
う
ま
く
い
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
彼
は
ト
ル
コ
軍
の
条
件
を
の
ん
で
き
た
と
応
え
ま
し
た
。
ト
ル
コ
艦
隊
は
カ

ラ
ブ
リ
ア
に
支
配
権
を
持
つ
の
で
な
く
、
沖
合
い
で
、
蜂
起
を
防
害
す
る
者
に
恐
怖
感
を
与
え
る
た
め
に
錨
を
下
ろ
し
て
い
る
だ
け
だ
、

ト
ル
コ
は
王
国
内
で
の
交
易
を
欲
し
て
い
る
だ
け
で
、
他
に
何
も
望
ん
で
い
な
い
、
と
彼
は
言
い
ま
し
た
。
と
い
う
の
も
彼
が
、
艦
長

ア
ム
ラ
ッ
ト
が
ト
ル
コ
語
で
書
か
れ
た
害
類
を
私
に
示
し
た
か
ら
で
す
。
読
め
る
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。

る。

T
・
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
〈
供
述
書
〉
(
-
五
九
九
年
九
月
十
日
）

ア
レ
ー
ナ
滞
在
中
に
、

5
 

の
考
察
（
澤
井
）

四
七

マ
ウ
リ
ツ
ィ
オ
が
ト
ル
コ
の
ガ
レ
ー
船
隊
の
艦



闘
西
大
學
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學
論
集
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第
五
十
五
巻
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マ
ウ
リ
ツ
ィ
オ
、
ト
ル
コ
人
は
こ
ん
な
書
き
置
き
な
ん
か
守
ら
な
い
ぞ
」

と
言
っ
て
過
去
の
悪
例
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
い
く
。
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
は
マ
ウ
リ
ツ
ィ
オ
の
行
動
に
悲
憤
を
覚
え
、
友
情
も
こ
れ
ま
で
だ

と
謄
を
固
め
る
。

カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
は
マ
ウ
リ
ツ
ィ
オ
と
袂
を
分
か
っ
て
サ
ン
タ
・
カ
テ
リ
ー
ナ
に
気
晴
ら
し
に
一
二
日
間
出
か
け
て
い
く
。
そ
し
て
ス
テ
ィ

ー
ロ
に
戻
っ
て
く
る
と
、
旧
友
で
あ
る
修
道
士
デ
ィ
オ
ニ
ジ
オ
・
ポ
ン
ツ
ィ
オ
が
タ
ヴ
ェ
ル
ナ
の
修
道
僧
を
つ
ま
ら
ぬ
理
由
で
た
た
き
の

め
し
た
と
言
っ
た
。
し
か
し
デ
ィ
オ
ニ
ジ
オ
は
、
聖
職
に
あ
る
者
が
暴
力
を
ふ
る
う
と
聖
衣
と
読
師
を
剥
奪
さ
れ
て
、
三
年
間
は
牢
に
つ

マ
ウ
リ
ツ
ィ
オ
と
連
絡
を
取
っ
て
、

カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
の
預
言
に
則
っ
て
カ
タ
ン
ザ
ー
ロ
で
反
乱
の
内

容
を
説
き
は
じ
め
た
。
こ
れ
で
陰
謀
が
も
れ
て
し
ま
う
（
八
月
末
）
。
こ
の
陰
謀
に
は
教
皇
ク
レ
メ
ン
ス
八
世
〔
在
位
一
五
九
ニ
ー
一
六

O

五
年
〕
や
枢
機
卿
サ
ン
・
ジ
ョ
ル
ジ
、
ミ
レ
ー
ト
司
教
、
ニ
カ
ス
ト
ロ
の
司
教
、
ト
ゥ
ー
フ
ォ
家
の
人
た
ち
が
支
援
し
て
く
れ
て
い
る
と
、

デ
ィ
オ
ニ
ジ
オ
は
自
分
と
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
の
考
え
ら
れ
る
限
り
の
顕
職
者
た
ち
を
挙
げ
て
い
っ
た
。

私
は
真
実
に
お
い
て
誓
い
ま
す
。
こ
う
し
た
事
柄
を
私
は
決
し
て
話
し
て
い
ま
せ
ん
し
、
当
方
の
使
者
と
し
て
動
い
て
い
る
と
ば
か

り
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
デ
ィ
オ
ニ
ジ
オ
が
私
を
出
し
抜
き
、
ド
ミ
ニ
コ
を
伴
い
、

恐
怖
に
か
ら
せ
ま
し
た
。
私
は
こ
う
は
し
た
く
な
か
っ
た
の
で
す
。
彼
ら
と
は
離
れ
て
（
実
家
の
あ
る
）
ス
テ
ィ
ニ
ャ
ー
ノ
に
い
た
の
で

す
か
ら
。
デ
ィ
オ
ニ
ジ
オ
は
船
を
出
し
て
仲
間
を
集
め
に
い
き
ま
し
た
。
私
は
手
紙
を
ク
ラ
ウ
デ
ィ
オ
・
ク
リ
ス
ポ
に
託
し
ま
し
た
。

…
…
す
る
と
ク
リ
ス
ポ
は
、
私
の
敗
北
だ
ろ
う
と
言
い
ま
し
た
。
し
か
し
私
に
は
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
デ
ィ
オ
ニ
ジ
オ
が
あ
ん

な
こ
と
を
喋
っ
て
戦
い
の
場
に
出
る
よ
う
に
私
た
ち
を
、
脅
え
さ
せ
た
な
ん
て
。
私
は
陰
謀
者
名
に
私
の
名
が
挙
っ
た
が
そ
れ
は
違
う

な
が
れ
る
の
を
知
っ
て
い
た
の
で
、

「
用
心
し
ろ
よ
、

マ
ウ
リ
ツ
ィ
オ
と
と
も
に
私
を
せ
き
た
て
て

四
八



で
捕
縛
さ
れ
る
。

カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
は
「
以
上
が
私
が
知
っ
て
い
る
陰
謀
の
一
部
始
終
で
す
」
と
言
い
、
「
誓
っ
て
言
い
ま
す
が
、
判
事
ダ
ヴ
ィ
ド
殿
も
感

動
し
た
私
の
説
教
の
言
葉
が
、
多
く
の
人
た
ち
の
心
を
動
か
し
た
と
は
思
い
も
及
び
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
、
意
外
性
を
述
べ
る
こ
と
を
忘

T
・
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
〈
供
述
書
〉
(
-
五
九
九
年
九
月
十
日
）

オ
・
メ
ズ
ル
コ
の
家
に
落
ち
着
く
が
、

の
考
察
（
澤
井
）

メ
ズ
ル
コ
の
裏
切
り
に
よ
っ
て
三
日
後
の
九
月
六
日
、

四
九

ス
ペ
イ
ン
憲
兵
隊
に
よ
っ
て
ロ
チ
ェ
ッ
ラ

逃
げ
る
し
か
な
か
っ
た
。
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
デ
・
テ
イ
テ
ィ
修
道
院

[
5

峠
に
釘
m]

抗
に
及
ぶ
く
ら
い
な
ら
死
を
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
に
求
め
て
き
た
。
最
後
は
海
に
逃
が
し
て
や
る
と
い
う
こ
と
で
、
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
・
ア
ン
ト
ニ

で
食
い
つ
な
い
だ
。
父
は
反
乱
分
子
と
し
て
反

こ°t
 
い
る
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
の
下
に
二
度
手
紙
が
き
て
、

ス
テ
ィ
ー
ロ
に
行
け
、
来
れ
ば
救
か
る
だ
ろ
う
と
言
っ
て
よ
こ
し
た
が
、
行
か
な
か
っ

ス
テ
ィ
ー
ロ
の
マ
ウ
リ
ツ
ィ
オ
か
ら
ス
テ
ィ
ニ
ャ
ー
ノ
に

カタンザーロ． 
● スクイッラーチェ
＇ ． ● ダヴォリ

ピッダヴォリツォーニ
（ピクソォーニ） ＼ 

•スティーロ
／ 

●スティニャーノ

（実家）
ロチェッラ•
（捕縛） ;;, クロニア（カステル

ヴェテレ；供述）

． 
アレーナ

口〇
カラブリア地方
（陰謀時 1599年6-9月）

〔地図2〕

て
私
を
論
し
ま
し
た
。

し
た
知
ら
せ
を
耳
に
し
た
と
き
、
び
っ
く
り
し
て
泣
き
出
し

っ
て
い
る
と
も
。
父
（
ジ
ェ
ロ
ニ
モ
・
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
）
が
こ
う

と
は
す
る
な
と
言
い
ま
し
た
。
も
う
そ
の
域
を
越
え
て
し
ま

紙
を
書
く
つ
も
り
で
し
た
。
デ
ィ
オ
ニ
ジ
オ
は
そ
う
い
う
こ

ン
ザ
ー
ロ
に
や
っ
て
き
た
と
き
話
す
つ
も
り
だ
、
と
い
う
手

ら
な
い
が
、
知
っ
て
い
る
限
り
を
、
判
事
殿
の
部
下
が
カ
タ

と
判
事
ダ
ヴ
ィ
ド
に
主
張
し
ま
し
た
。
私
は
こ
の
一
件
を
知



私
こ
と
、
修
道
士
ト
マ
ー
ゼ
・
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
が
書
き
、
検
事
殿
の
前
で
署
名
い
た
し
ま
し
た
。
…
…

冒
頭
か
ら
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
は
自
分
を
預
言
者
だ
と
位
置
づ
け
て
供
述
し
て
ゆ
く
が
、
そ
の
際
、
〈
コ
リ
ン
ト
書
〉

の
一
節
を
引
用
し
て

い
る
の
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
の
ひ
と
つ
の
伝
統
に
し
た
が
っ
て
い
る
と
い
う
印
象
を
検
事
側
に
与
え
て
優
位

に
事
を
進
め
て
い
こ
う
と
い
う
戦
略
、
悪
く
言
え
ば
狡
智
が
窺
え
る
。
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
の
を
逸
脱
し
て
い
な
い
と
提
示
す
る
、
教

会
側
に
対
す
る
方
便
と
み
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

フ
ィ
オ
ー
レ
の
ヨ
ア
キ
ム
は
も
と
よ
り
、
百
年
前
に
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
が
預
言
者
と
し
て
熱
弁
を
ふ
る
っ
た
。
ニ

人
と
も
、
そ
の
生
涯
の
終
え
方
は
ち
が
っ
て
も
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
っ
た
。
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
は
そ
の
延
長
線
上
に
自
分
の
理
念
的
立
場
を

意
図
的
に
築
き
上
げ
た
の
だ
ろ
う
。

聖
害
の
文
言
を
引
用
す
る
こ
と
で
、
言
わ
ば
、
権
威
を
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
は
必
要
と
し
た
に
ち
が
い
な
い
。

1

預
言
（
者
）
に
つ
い
て

い
る
す
べ
て
で
す
。

れ
て
は
い
な
い
。

四
、
考
察

闘
西
大
學
『
文
學
論
集
』
第
五
十
五
巻
第
二
号

私
儀
、
修
道
士
ト
マ
ー
ゼ
・
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ

時
と
機
会
が
こ
こ
で
言
わ
し
め
さ
せ
た
こ
れ
ら
特
別
な
事
柄
を
私
は
話
し
ま
し
た
。
…
…
い
ま
話
し
た
内
容
が
私
の
知
り
記
憶
し
て

五
〇



よ
う
に
、
実
際
不
満
は
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ

ま
た
同
時
に
ナ
ポ
リ
王
国
の
閣
僚
（
ス
ペ
イ
ン
人
）

へ
の
不
満
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
〈
供
述
書
〉

と
い
う
の
も
、
彼
は
故
郷
に
錦
を
飾
っ
て
戻
っ
て
き
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
位
階
の
い
ま
だ
っ
か
な
い
う
ら
ぶ
れ
た
平
修
道
士
の
身
の

ま
ま
で
あ
り
、
そ
う
し
た
自
分
が
拠
っ
て
立
つ
べ
き
後
楯
に
聖
書
の
文
言
は
き
わ
め
て
有
効
で
あ
っ
た
ろ
う
。

試
訳
し
た
中
に
登
場
す
る
、

〔
一
五
八
九
末
—
九
二
年
初
〕
ス
テ
ィ
リ
オ
ー
ラ
は
じ
め
預
言
者
た
ち
は
、
チ
プ
リ
ア
ー
ノ
以
外
は
、
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
が
ナ
ポ
リ
滞
在
中

に
、
お
そ
ら
く
デ
ッ
ラ
・
ポ
ル
タ
家
で
出
会
っ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
『
自
然
魔
術
」
を
著
わ
し
た
、
デ

ッ
ラ
・
ポ
ル
タ
家
の
次
男
、
ジ
ャ
ン
バ
ッ
テ
ィ
ス
に
影
響
さ
れ
て
若
い
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
は
神
の
第
二
の
書
と
し
て
の
自
然
の
オ
カ
ル
ト
的

探
求
に
い
っ
そ
う
好
奇
心
を
深
め
て
い
っ
た
。

し
か
し
デ
ッ
ラ
・
ポ
ル
タ
も
ス
テ
ィ
リ
オ
ー
ラ
も
異
端
審
問
を
受
け
て
い
る
が
、
抑
圧
さ
れ
は
し
な
か
っ
た
（
Villari
1
9
6
7
 ;
 1
0
1
)
 

八
六
年
、
教
皇
シ
ク
ス
ト
ゥ
ス
五
世
〔
在
位
一
五
八
五
ー
九

0
年
〕
は
占
星
術
を
否
認
す
る
大
勅
令
を
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
真
意
に
は

預
言
と
社
会
的
・
政
治
的
不
満
が
合
体
し
て
難
事
が
勃
発
す
る
こ
と
へ
の
懸
念
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
占
星
術
へ
の
信
頼
を

キ
リ
ス
ト
教
へ
と
向
け
さ
せ
よ
う
と
い
う
意
図
は
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
十
三
年
後
に
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
の
陰
謀
が
発
覚
す

る
の
を
考
慮
す
る
と
、
教
会
は
人
々
の
宗
教
感
情
を
甘
く
見
す
ぎ
て
い
た
き
ら
い
が
な
い
で
も
な
い
。

カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
は
こ
の
教
会
の
隙
に
つ
け
こ
む
か
た
ち
で
預
言
者
と
し
て
登
場
し
て
き
た
。

預
言
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
洪
水
や
大
地
震
と
い
っ
た
自
然
災
害
で
あ
っ
て
、
そ
の
中
に
埋
め
込
ま
れ
る
よ
う
に
し
て
変
革
が
生

じ
る
と
書
か
れ
て
い
る
の
は
〈
供
述
書
〉
の
試
訳
の
と
お
り
で
あ
る
。
「
福
音
書
に
則
っ
て
、
シ
チ
リ
ア
島
、
カ
ラ
ブ
リ
ア
で
大
地
震
が
、

ロ
ー
マ
と
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
で
は
大
洪
水
」
が
起
こ
る
、
と
い
う
条
な
ど
で
は
、
福
音
書
ま
で
持
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

に
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る

(
C
目
惹
mellla
1
6
2
0
 ;
 1
2
7
-
1
2
8
)

。

の
他
所
を
読
ん
で
も
わ
か
る

バ
ロ
ー
ネ

『
ス
ペ
イ
ン
帝
政
論
」
第
十
四
章
「
ス
ペ
イ
ン
帝
国
の
豪
族
に
つ
い
て
」

T
・
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
〈
供
述
書
〉
(
-
五
九
九
年
九
月
十
日
）

の
考
察
（
澤
井
）

五

一
五



ム
ス
リ
ム
に
殺
さ
れ
て
い
る
。

2

仲
間
•
発
覚
に
つ
い
て

こ
の
分
析
は
お
そ
ら
く
正
鵠
を
射
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

隔
西
大
學
『
文
學
論
集
』
第
五
十
五
巻
第
二
号

豪
族
た
ち
は
：
…
•
ナ
ポ
リ
に
や
っ
て
き
て
、
宮
廷
に
赴
き
ま
す
。
そ
し
て
そ
こ
で
た
ん
ま
り
と
気
前
よ
く
お
金
を
使
い
、
い
っ
と
き

派
手
に
振
舞
う
の
で
す
。
…
…
つ
い
に
あ
り
金
全
部
を
費
い
果
た
す
と
、
貧
し
い
故
郷
へ
と
戻
っ
て
い
き
、
搾
取
で
き
る
も
の
な
ら
何

で
も
搾
取
し
て
金
に
換
え
、
懐
を
あ
た
た
め
て
、
再
度
宮
廷
に
出
向
い
て
い
く
わ
け
で
す
。
彼
ら
は
あ
た
か
も
同
じ
環
の
中
に
い
る
よ

こ、

ふノ
l
>

い
ぜ
ん
と
し
て
愚
行
を
繰
り
返
し
て
い
る
の
で
す
。
あ
ま
り
に
も
ひ
ど
い
行
な
い
な
の
で
イ
タ
リ
ア
王
国
の
領
土
よ
り
も
、
南

イ
タ
リ
ア
の
領
主
た
ち
の
土
地
が
ず
っ
と
荒
れ
果
て
て
無
惨
に
見
え
て
し
ま
い
ま
す
。
豪
族
た
ち
の
怠
慢
の
な
せ
る
わ
ざ
な
の
で
す
が
。

搾
取
さ
れ
る
側
の
人
々
に
不
満
が
た
ま
っ
て
い
く
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
経
済
面
で
の
困
窮
は
政
治
の
貧
困
に
あ
り
、
そ
こ
に
異
端
者

で
あ
る
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
の
教
会
か
ら
追
い
詰
め
ら
れ
た
精
神
的
窮
迫
感
が
重
な
り
、
預
言
の
力
で
使
徒
と
な
り
、
民
衆
を
鼓
舞
す
る
に
は

絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
っ
た
。
民
衆
の
中
に
も
そ
れ
を
受
容
れ
る
素
地
が
あ
っ
た
。

陰
謀
を
発
覚
へ
と
導
い
た
の
は
、
旧
友
の
デ
ィ
オ
ニ
ジ
オ
・
ポ
ン
ツ
ィ
オ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
彼
と
は
ニ
カ
ス
ト
ロ
の
ア
ッ
ヌ
ン
ツ

ィ
ア
ー
タ
修
道
院
時
代
か
ら
の
友
人
で
あ
る
。
彼
は
変
革
に
は
好
意
的
で
あ
っ
た
が
、
仲
間
に
加
担
し
て
は
い
な
い
。
暴
力
事
件
を
起
こ

し
て
懲
戒
に
な
る
の
を
恐
れ
て
心
の
平
静
を
失
っ
て
の
失
言
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
に
し
て
み
れ
ば
、
予
期
せ
ぬ

と
こ
ろ
か
ら
も
れ
た
こ
と
ゆ
え
衝
撃
は
大
き
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

デ
ィ
オ
ニ
ジ
オ
も
収
監
さ
れ
る
が
、
看
守
と
謀
っ
て
脱
獄
す
る
。
し
か
し
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
。
フ
ル
で
再
度
暴
力
事
件
を
起
こ
し
て

五



ス
ペ
イ
ン
か
ら
の
独
立
ー
ス
ペ
イ
ン
政
府
の
介
入
し
な
い
国
の
創
建
。

な
る
が
、
そ
の
範
囲
が
ナ
ポ
リ
王
国
す
べ
て
な
の
か
、

目
的
と
言
え
ば
、

え
た
し
、
ま
た
民
衆
に
利
用
さ
れ
る
格
好
に
も
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
変
革
の
雰
囲
気
を
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
自
身
が
世
紀
末
と
い
う

時
代
風
潮
の
中
で
醸
成
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
が
、
計
画
・
仲
間
な
ど
の
陰
謀
の
実
質
面
で
結
果
的
に
は
失
敗
し
た
と
言
え
よ
う
。

3

目
的

逃
げ
た
と
い
う
無
様
な
印
象
は
や
は
り
残
る
。

こ
う
し
た
賛
同
者
は
、
た
と
え
賛
同
者
と
言
え
ど
も
あ
ま
り
歓
ば
し
い
存
在
で
は
な
い
。

五

マ
ウ
リ
ツ
ィ
オ
と
い
う
人
物
は
殺
人
を
犯
し
て
ス
テ
ィ
ー
ロ
を
追
放
さ
れ
た
男
で
、
階
級
は
貴
族
で
あ
っ
た
。
陰
謀
の
主
要
メ
ン
バ
ー

の
一
人
で
あ
る
。
ま
た
コ
ン
テ
ス
タ
ー
ビ
リ
家
の
人
々
も
一
言
で
表
現
す
れ
ば
物
騒
な
感
じ
が
す
る
。
他
に
も
各
地
に
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
は

出
向
い
て
仲
間
を
募
る
が
、
上
は
身
分
の
あ
る
も
の
か
ら
山
賊
ま
が
い
の
素
性
の
知
れ
ぬ
下
層
の
も
の
ま
で
、
身
分
、
人
品
、
教
養
そ
の

他
諸
々
に
均
一
性
が
欠
落
し
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
で
は
集
団
の
一
角
が
崩
れ
れ
ば
、
全
体
が
も
ろ
く
も
瓦
解
し
て
い
く

の
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
陰
謀
の
組
織
の
強
化
に
無
関
心
だ
っ
た
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
は
使
徒
的
姿
勢
を
最
後
ま
で
保
っ
た
が
、
戦
わ
ず
し
て

カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
の
父
（
ジ
ェ
ロ
ニ
モ
）
、
末
弟
（
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
）
も
加
わ
っ
て
い
て
逮
捕
さ
れ
て
い
る
。
最
終
段
階
に
き
て
カ
ン

パ
ネ
ッ
ラ
の
警
護
役
を
務
め
た
弟
フ
ァ
ブ
リ
ツ
ィ
オ
は
逮
捕
を
免
が
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
ス
ペ
イ
ン
か
ら
の
独
立
の
た
め
の
陰
謀
と
い
う
こ
と
に

カ
ラ
ブ
リ
ア
だ
け
な
の
か
は
〈
供
述
書
〉
だ
け
か
ら
は
判
断
で
き
な
い
。
し
い
て

カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
の
預
言
者
的
説
法
や
自
己
顕
示
欲
が
当
時
の
悲
惨
な
政
治
状
況
に
う
ま
く
見
合
い
、
彼
は
そ
れ
を
試
し

T
・
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
〈
供
述
書
〉
(
-
五
九
九
年
九
月
十
日
）

の
考
察
（
澤
井
）
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